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分析評価

成果の特徴
• 茶および茶抽出物粉末中の総ポリフェノール（TPP）は、「透過反射法」により
スペクトルを測定し、スペクトルに前処理を施すことにより、2142 nmのみを説
明変数として試薬不要で高精度な迅速定量が期待できることを見出しました。

成果の内容
近赤外分光法は、赤外光領域で観測される基本音に対応する倍音や結合音が近赤

外光領域で観測され吸収が重なり合うため、糖度のような総量的な目的変数の予測
は得意と考えられますが、長波長側の結合音による吸収は吸光度が高くなりやすい
ため、定量性の低下が懸念されます。
そこで、少ない試料で「透過反射測定」することにより比較的低い吸光度を得る

とともに、ケモメトリックスにより説明変数の波長範囲とスぺクトルの前処理を網
羅的に検討しました。また、2142 nmの吸収は-OHとC-Oによる結合音と考察しま
した。

成果の活用
茶や茶抽出物中の総ポリフェノール（TPP）の高精度で安定した迅速定量に活用さ

れることが期待されます。
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吸収スペクトルは
「透過反射法」に
より近赤外光域は
低い吸光度

「回帰係数」はスペクト
ル前処理（2次微分）に対
応して負の最も大きな値

「説明変数重要度指標」
（SR値）は有意
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結論：茶および茶抽出物中TPP
は、「透過反射法」によりスペク
トルを測定した後、スペクトル前
処理（SNV+2次微分）により、
2142 nmのみを説明変数として高
精度な迅速定量が可能。
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